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少年時代のワーズワスと湖水地方のピクチャレスク旅行
小 田 友 弥
（英文学）
Ⅰ
18世紀後半のイギリスで大流行したピクチャレスク趣味がワーズワス(Wiliam Wordsworth)
に及ぼした影響については，これまでに多くの研究者が取り上げてきたが，その扱い方には
Hugh Sykes Davies,Wordsworth and the Worth of Words?に認められるような一つの傾向
がある。“Wordsworth and the‘picturesque’”と題されたこの書の第４部（187-260）でディ
ヴィスは，ピクチャレスク趣味の起源からその湖水地方旅行との関連，ワーズワスへの影響
と論を進めている。そしてワーズワスはケンブリッジに入学してからピクチャレスクに支配
され始め，1793年にはその影響から脱したと考えている(233-48)。ここに現われているワー
ズワスとピクチャレスクの関わりを彼の青年期の一時期に限定する姿勢は，ワーズワス研究
に広範に見られた傾向であるが，その源となっているのが『序曲』(The Prelude,1805)第11
巻で，詩人がピクチャレスクと自己の関わりを回顧したくだりである。
“Imagination,How Impaired and Restored”という副題が添えられたこの自伝詩の第11
巻でワーズワスは，自分がどのように精神的危機から立ち直ったかを述べている。それによ
れば，彼はフランス革命とそれに続く混乱の中で，ゴドウィン的理性に頼るなどするうちに
精神的危機に陥ったが，その弊害は彼と自然の関係にも及んだ。
even the visible universe was scanned
 
With something of a kindred spirit,fel
 
Beneath the dominion of a taste
 
Less elevated,which did in my mind
 
With its more noble influence interfere,
Its animation and its deeper sway.(115-20)
ワーズワスはここで述べた考えを138-175行でさらに敷延し，彼と自然の関係を害した要因を
三つに分類している。一つは “disliking here,and there/Liking,by rules of mimic art
 
transferred/To things above al art”(153-5)する性向だが，これは“the dominion of a taste/
― ―99(210)
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Less elevated”(117-8)同様，ピクチャレスクを指している。だがこの趣味は同時代人を強く
捉えたにもかかわらず，彼の心情を左右するものではなかった，と彼は言う。それ以上に彼
に害を及ぼしたのは，自然の色合いや構成といった外面的新奇さを基準として，景色間の優
劣を比較したことである。もう一つの要因は，人間の感覚の中で最も支配的な眼の専横のた
めに，人間を構成する“A twofold frame of body and mind”(169)のバランスが“body”に傾
き，自然に接する際の精神の働きが阻害されたことである。
だが続いてワーズワスは，このような “thraldom of that sense”(197),“critic rules/Or
 
barren intermeddling subtleties”(202-3)に惑わされず自然と交流した人物として，妻となっ
たメアリーの若き頃をあげ，“Even like this maid,before I was caled forth/From the
 
retirement of my native hils/I loved whate’er I saw”と言っている。ここでの “my native
 
hils”は湖水地方を指し，時期的には彼がホークスヘッド(Hawkshead)で学んでいた頃を意味
している。ワーズワスは，このような模倣芸術の規則に縛られたり，目により精神の働きを
鈍らせることのない自然との交流を，1790年のアルプス旅行の際も維持していたが，上述の
ような理由で失ってしまう。だがそれも短期間で，ほどなくしてこの悪しき傾向を完全に捨
て去り，“A sensitive,and a creative soul”(256)として，肉体，目に縛られない自由な精神
で感情と想像力を働かせながら自然に接するようになった，と自身の魂の軌跡を思い返して
いる。
『序曲』でワーズワスはピクチャレスクを，自然に接した際に，自己の感情より芸術上の
諸規則を重んじる姿勢と理解している。そして彼は大学３年終了時に行ったアルプス旅行で
も依然としてこの趣味とは無縁だったと述べ，自分がこの趣味に影響された時期を20代前半
から中頃に限定している。だが本論冒頭で触れた，ワーズワスとピクチャレスクについての
論考でディヴィスは，ワーズワスが初めて刊行した『夕べの散歩』(An Evening Walk,1793)
の分析から，この頃のワーズワスは既にピクチャレスクに傾倒していたと見て，詩人の自己
提示を一部修正している。ところが彼は，詩人の妹のドロシーや弟のクリストファーの若き
頃にピクチャレスク趣味を認めながらも，ワーズワスが学んでいた頃のホークスヘッドには
ピクチャレスクが浸透していなかったとして，少年時代の彼はその影響下になかったと考え
ている。このようにしてディヴィスは，ワーズワスはホークスヘッドを去ってまもなくピク
チャレスクにとらわれたが，その後ほどなくしてこの趣味から完全に脱したと想定するので
ある。このような想定は大筋で『序曲』の記述に従ったもので，これが従来の研究の大勢で
あった。
私の知る限り，ワーズワス研究上のこの常識に変更を迫った最初の論考はNicola Trott,
“Wordsworth and the Picturesque:A Strong Infection of the Age”?である。ここでトロッ
トは，例えばギルピン(Wiliam Gilpin,1724-1804)が『湖水地方のピクチャレスク美につい
山形大学紀要（人文科学）第15巻第１号
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ての所見』?で，ピクチャレスク美で名高いライダルの下滝を“The dark colour of the stone,
taking stil a deeper tinge from the wood,which hangs over it,sets off to wonderful
 
advantage the sparkling lustre of the stream;and produces an uncommon effect of light.”
(I,162)のように描写しているのに注目する。この場面では滝の石，周囲の木々，水の流れが
明暗のコントラストで叙景されているが，トロットは同様の手法の現われとして，ワーズワ
スの『夕べの散歩』の次の一節をあげる。
--Then Quiet led me up the huddling ril,
Bright’ning with water-breaks the sombrous gil;
To where,while thick above the branches close,
In dark-brown bason its wild waves repose...
Sole light admitted here,a smal cascade,
Ilumes with sparkling foam the twilight shade.
Beyond,along the visto of the brook,
Where antique roots its bustling path o’erlook,
The eye reposes on a secret bridge
 
Half grey,half shagg’d with ivy to its ridge. (71-84)
ワーズワスもここでライダルの下滝を下流から上流へと描いている。静けさに誘われ川渕に
来ると，細流が木々の間を糸をなして流れている。目はその上の滝壺に導かれるが，周囲に
鬱蒼と木々が茂っているので，滝がまるで漏れくる光のように見える。滝壺の側面には古い
木の根が張るなか，目は滝の上のつたでなかば覆われた小橋へと向う?。ここにはピクチャレ
スクの中心概念である絵画的構成と，ギルピン的な明暗の手法が明瞭だが，トロットはこう
した明暗の手法が精神的危機を脱した以後のワーズワスにも継続的に現われ，想像力に立脚
した自然観照の基礎となっていることを鋭敏な感性で立証し，ワーズワスは『序曲』が言う
ような形でピクチャレスクから離れたわけではないと主張した。トロットの論文は青年期以
後の詩人とピクチャレスクの関連を取り上げたものだが，同様の再評価がホークスヘッド時
代についても可能なのでは，という考えも徐々に浸透しつつあるように思われる。その一例
がJ.ワーズワスの考えの変化である。彼は1984年の講演で，詩人がピクチャレスクに夢中に
なった時期をケンブリッジ時代と見ている?。J.ワーズワスはディヴィスの著書の編者なので，
この時点ではディヴィスの意見を採用していたものと思われる。だが1995年には，彼が編集
出版した『序曲』の第11巻152-7行の注で，詩人は「ホークスヘッドで高まった彼の自然愛が，
ウェスト(Thomas West,c.1720-1779)の『湖水地方案内』（A Guide to the Lakes in
少年時代のワーズワスと湖水地方のピクチャレスク旅行――小田
(208)― ―101
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Cumberland,Westmorland and Lancashire,第３版1784年出版）とギルピンの『湖水地方の
ピクチャレスク美についての所見』に影響されたことや，二人から自分の詩作品に借用して
いることを忘れている」?と言っている。ここでは，ワーズワスがホークスヘッド時代に既に
ピクチャレスクに影響され始めていたと判断されている。このように少年時代のワーズワス
とピクチャレスクの関係についても見直しの気運が徐々に生まれてきているが，筆者の知る
限りこれまでのところこの問題に正面から取り組んだ論考は発表されていない。
勿論少年時代のワーズワスとピクチャレスクの関係が十分究明されなかったのには，『序曲』
の記述以外にも幾つかの理由があった。その一つとして，研究資料の未整備があげられよう。
だが最近ランドン(Carol Landon)とカーティス(Jared Curtis)により，詳細な注と索引が付
せられたワーズワスの初期の詩が出版され，ホークスヘッド時代の彼の詩の内容と傾向を一
層詳しく把握できるようになった?。更に私事ではあるが，私は「『湖水案内』におけるワーズ
ワスの湖水地方観の研究」という研究課題で，平成12年から３年間にわたり科学研究費補助
金の交付を受けることになった。それにより18世紀後半に出版された多くの湖水地方旅行記，
案内記を入手し，ワーズワスが少年時代を送っていた頃の湖水地方ピクチャレスク旅行の実
態をより正確に把握できるようになった。以上がこの問題を取りあげるに至った経緯である。
以下においては，次のような手順で少年時代のワーズワスとピクチャレスクの関わりを解
明していく。まず第Ⅱ章においては，ピクチャレスク趣味のあらましと，それが18世紀の詩
に反映された際にとる形態について概観する。第Ⅲ章では18世紀後半の，湖水地方へのピク
チャレスク旅行の実状を当時の旅行記から概略するとともに，その頃に発表された詩が湖水
地方をどのように描いているかを調べる。第Ⅳ章では，『序曲』などに収録されたワーズワス
の少年時代の体験と旅行記などの記述を比較し，詩人が少年時代にどのようにピクチャレス
ク旅行と関わっていたかを，また第Ⅴ章ではホークスヘッド時代の彼の詩の叙景が，どの程
度ピクチャレスクの理論に基づいているかを検証する。そして第Ⅵ章では，この考察で判明
したことを，『序曲』第２巻が提示するワーズワスのホークスヘッド時代と比較し，結論を得
る。
Ⅱ
ピクチャレスク(picturesque)はイタリア語の“pittoresco”フランス語の“pittoresque”に由
来し，自然の事物を絵に描くのにふさわしく配置することを意味していた?。そうした配置の
原理となったのが，クロード･ロラン(Claude Lorrain,1600-1682)，サルバトール･ローザ
(Salvator Rosa,1615-73)，二コラ及びガスパール・プッサン(Nicolas Poussin,1594-1665,
Gaspard Poussin,1615-1675)など17世紀イタリアの風景画家の作品であった。17世紀から18
(207)
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世紀にかけて次第に国力が増したイギリスの貴族たちは，ヨーロッパ大陸でのグランド･ツア
ーでこれらの作品に接し，そうした絵画的な美のイギリス移入を目指すようになった。
このようにピクチャレスクは，景観美を鑑賞するにあたり，風景画に描かれた自然に規範
を求める姿勢だが，その背後にはイギリス人全体の美意識の変化があったことを忘れてはな
らない。西洋人が自然美に関心を寄せ始めたのは比較的新しいと言われるが，その関心も当
初は自然を「自然の書」と見たり，人生との類比のもとで捉えるもので，道徳的，あるいは
実用的観点に支配されていた。ところが，例えばグランド･ツアー者は，アルプスの光景を体
験し，そこから崇高という意識に目覚めたが，バーク(Edmund Burke,1729-97)の『崇高と
美の観念の哲学的考察』A Philosophical Enquiry into the Origin of Our Ideas of the
 
Sublime and the Beautiful,1757)での崇高などの定義に見られるように，人間の美意識は次
第に道徳や実用から離れ，心理的に意義付けられるようになってきた。ピクチャレスクは，
崇高，そして美とともに18世紀の重要な審美概念を形成するのだが，ピクチャレスクにも道
徳や実用に束縛されない視点が濃厚に反映されている。一例をあげれば，ギルピンは『湖水
地方のピクチャレスク美についての所見』の第十七章で，よく耕された畑や勤勉な職人は道
徳的にはすばらしいが，ピクチャレスクではないと述べている(II,44)。これがピクチャレス
クの廃虚趣味を根底から支える考えであろう。
ピクチャレスクは絵画に規範を求め，自然景観を絵画に見立てようとするものなので，絵
画的視点や技法が自然鑑賞に導入される。その一つが絵画的構成で，景観のなかに近景，中
景，遠景，側景の必要性が論じられる。絵画的構成を意識するあまり，ピクチャレスクが推
奨する景色は，一般的常識から外れるといったことも時には起こってきた。例えば，山頂な
どからの景観全体の眺望が一般には望まれるが，その場合視点が高く，近景が損なわれるの
で，ピクチャレスクでは重んじられないのである。またピクチャレスクの視点では光の明暗
や色あいのコントラストなども重要な景観の判断基準となる。こうしたピクチャレスクの基
準を過度に重視すると，例えばギルピンが『所見』の第Ⅰ巻119-121ページで述べているよう
な，ピクチャレスクの基準に合わない自然への修正も辞さない姿勢が生まれてきたのであっ
た。だがこうしたこだわりは，ピクチャレスクと通常の感性を乖離させ，ピクチャレスク批
判を引き起こす危険を孕んでいた。『序曲』でのワーズワスの批判も，ピクチャレスクのこの
ような側面に向けられたものと考えられよう。
次にピクチャレスクと詩の関係に若干触れておきたい。ピクチャレスクが流行した18世紀，
イギリスではジョン･デナム(John Denham,1615-69)の『クーパーの丘』(Cooper’s Hil,1642)
に端を発した，景観の叙述と作者の思索を織り交ぜた地誌的な詩が詩壇で大きな地位を占め
ていた。ピクチャレスク趣味は景観の叙景という面で地誌詩と方向を同じくするので，トム
ソン(James Thomson,1700-48)やダイヤー(John Dyer,?1700-58)により，地誌詩に反映さ
(206)― ―103
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れ始めたと言われている。ここでは詩におけるピクチャレスク描写の代表例としてトムソン
の『四季』の「春」の一節を検討しておきたい?。
Meantime you gain the Height,from whose fair brow
 
The bursting Prospect spreads immense around;
And,snatch’d o’er Hil and Dale,and Wood and Lawn,
And verdant Field,and darkening Heath between,
And Vilages embosom’d soft in Trees,
And spiry Towns by surging Columns mark’d
 
Of household Smoak,your eye excursive roams
 
Wide-stretching from the Hal in whose kind Haunt
 
The Hospitable Genius lingers stil,
To Where the broken Landskip,by Degrees,
Ascending,roughens into rigid hils
 
O’er which the Cambrian mountains,like far Clouds
 
That skirt the blue Horizon,dusky,rise.(“Spring,”950-62)
これはトムソンの保護者であったリトルトン卿(George,1?Baron Lyttelton,1709-73)のハ
グレーの眺めを叙したものである。ここでトムソンは高みに立ったリトルトン卿の目の動き
を追いながら，景観を提示している。まず最初に示されるのは，中心に位置する緑の畑やよ
り色の濃い野原，木々の間の家々，次に近景をなす，もてなしのよい卿の館，そして目は遠
景のかすかなウェールズの山々へと導かれる。このように景色を形成する事物が色合いもよ
く，適切な構成で配置されており，この詩行がロランの絵に擬えられるのも肯けよう。
Ⅲ
ピクチャレスクは詩などの芸術活動に反映されたり，庭園の造営などの景観改良に活かさ
れていたが，やがて閉ざされた空間に満足できず，イギリス全土に絵のような光景を求める
ピクチャレスク旅行という形をとることになる。その際，湖水地方はスコットランド高地や
ウエールズとともに，ピクチャレスクの基準に適う土地として大人気を博したので，この地
域を扱う旅行記や案内記が多数出版された。また，前述のように，18世紀には特定の土地を
題材とする地誌詩が盛んであったので，この地の自然を題材にした詩も徐々に出版されるよ
うになった。以下では，まず18世紀後半に出版された湖水地方旅行記などから，ピクチャレ
(205)
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スクやワーズワスとの関わりから代表的な4作を選び，この地域の取り上げ方を見ていく。次
に湖水地方を歌った二つの詩の内容を検討し，18世紀後半でのこの地域の叙述とピクチャレ
スクの関わりについてまとめておきたい??。
ジョン･ブラウン(John Brown,1715-66)は，湖水地方を審美的観点から取り上げた最初の
人で，その「発見者」と称されている??。彼はカンバーランドのウィグトン(Wigton)に生ま
れ，ケンブリッジで学位取得後，カーライルの大聖堂に職を得た。そしてカーライルでの期
間に絵画に造詣の深いバーナード･ギルピンのサークルに出入りし，その息子で後年ピクチャ
レスクの大家となるウィリアムの家庭教師を務めた。彼の湖水地方への愛情とピクチャレス
ク趣味は，このような境遇で養われたのであった。ブラウンは聖職のかたわら詩や劇作にも
手を染め，『当代の作法と原理の評価』(An Estimate of the M anners and Principles of the
 
Times,1757)で大いに文名をあげることになった。そして当時の代表的文人の知己を得，ロ
ンドンとカーライルを往復していたが，その途中でトムソンの保護者であったリトルトン卿
のハグレーの邸に逗留することがあった。恐らく1753年の滞在後，ブラウンはリトルトン卿
に湖水地方を代表する湖ダーウェント湖を紹介する手紙を書いた。この手紙は卿のサークル
で回覧されグレイ(Thomas Gray,1716-1771)にも読まれたらしいが，ブラウンの死後の1767
年に出版され，湖水地方の叙述に大きな影響を与えることになった。
この手紙でのブラウンの眼目は，景観的にダーウェントがダヴデイル(Dovedale)より優れ
ていることを，リトルトン卿に納得してもらうことであった。そのために彼はこの湖周囲の
景色を不変的様相と折々の様相に分けて取り上げる。まず不変的様相だが，この湖の北側は
人の手で耕作された穏やかな美しさ(“a rich and beautiful landskip of cultivated fields,”
80)で，それに続く丘陵地にはオークが茂りピクチャレスクな姿(“picturesque forms”)を呈し
ている。反対の南側では断崖絶壁が恐怖を誘う壮大さ(“horrible grandeur”)で湖に迫り出し，
鷲が営巣し滝が流れ下る。そして霧が晴れるにつれて更に多様な様相が現われるので，終に
は眼は惑いつつ活動を止め想像力が感覚を越えた映像をとらえる。ダーウェント湖がこのよ
うに南北で全く異なる様相を持つのは，この湖が山岳地帯と平野部の境界に位置する，ギル
ピンの言葉を借りれば “boundary lakes”(『所見』，II,51)だからである。ダーウェント周辺
の景観はこのように美，恐怖感，巨大さ(“Beauty,Horror,and Immensity”)で構成されて
おり，その多様な魅力を表現するにはロラン，ローザ，プッサンの技を結合したものが必要
とブラウンは考え，それぞれの画家に次のように役割を分担させる。
The first should throw his delicate sunshine over the cultivated vales,the scattered
 
cots,the groves,the lake,and wooded islands.The second should dash out the horror of
 
the rugged cliffs,the steeps,the hanging woods,and foaming waterfals;while the grand
(204)― ―105
少年時代のワーズワスと湖水地方のピクチャレスク旅行――小田
?
?
?
?
K 
Y 
O 
K 
O
 
V 
1 
5 
1 
K 
I 
Y 
O
-
0 
9
更
新
5
回
2 
0 
0 
2
年
3
月
5
日
8
頁
紀
要
・
横
╱
小
田
友
弥
pencil of Poussin should crown the whole with majesty of the impending mountains.(80)
この手紙に見られるロランやプッサンなどへの言及や，「ピクチャレスク」や「恐怖感」など
の語は，ブラウンが新しい美意識の体現者であることを示している。彼は不変的様相を以上
のように説明した後で，季節や天候などの影響で姿を変える折々の様相の説明に移る。湖を
舟で回遊すると，舟の動きに応じて森や山，岩や断崖などが刻々変化し，光線の働きが一瞬
の美しさを出現させる。
I would remark the contrast of light and shade,produced by the morning and evening
 
sun;the one gliding the western,and the other the eastern side of this immense amphi-
theatre;while the vast shadow projected by the mountains buries the opposite part in a
 
deep and purple gloom,which the eye can hardly penetrate:The natural variety of
 
colouring which the several objects produce is no less wonderful and pleasing:The ruling
 
tincts in the valey being those of azure,green,and gold,yet ever various,arising from
 
an intermixture of the lake,the woods,the grass,and corn-fields:These are finely
 
contrasted by the grey rocks and cliffs;and the whole heightened by the yelow streams
 
of light,the purple hues,and misty azure of the mountains.(81)
ブラウンは朝日と夕日がダーウェントの谷に作り出す明暗，光りと影のコントラスト，事物
ごとの色合いの差異，青，緑，金色を基調とした湖，森，畑の色が岩や断崖なす色調のコン
トラストなどに注目している。折々の様相とは，このような光線や時間の推移，偶然生じた
事物の間の霊妙な色や形の対比が織りなす美を指している。ブラウンの文章には，近景や遠
景などの用語がなく，絵画的構図を意識した様子が窺えない。だが彼の折々の様相への関心
が，ライダルの滝に注がれたギルピンの目と同質であることは論を俟たないであろう。
ブラウンのリトルトン卿への手紙として出版されたのはここまでだが，この手紙はさらに
20行の詩とそれに続く若干の散文で成り立っていた。そのカットされた部分は後述するカン
バーランド(Richard Cumberland,1732-1811)の『太陽に寄せるオード』(Ode to the Sun,
1776)の序文で引用され，現在に伝わっている。この20行の無韻詩でブラウンは，夕暮れ時か
ら月明かりの景観の魅力を印象深く歌っている。この詩では最初に日没後の穏やかな湖の情
景がまず示される。月はその姿を水面に映し，淡い光で断崖や山の頂きを照らしている。人々
は一日の労働で疲れ眠りにつき，ただ羊飼いだけが見張りに立っている。深いしじまのなか
で，かすかに聞こえる小川の音が，すべてが活動を止めたことを伝えている。以上の概略か
ら窺われるように，この詩は月に照らされた光景の魅力を伝えつつ，グレイの『田舎の墓地
(203)
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でのエレジー』のように，視覚イメージから聴覚的なものへの移行により，時間の推移を看
取させる作品となっている。この詩の後でブラウンは，自分はこの地の美しさに惹かれ，ま
るで造物主の神殿に詣でる巡礼のようにこの地を訪れるのだと述べ，この地に寄せる熱烈な
心情を吐露し，「詩篇」から “O Lord,how manifold are thy works;in wisdom hast thou
 
made them al.”を引用して手紙を締めくくっている。20行の詩から心情の吐露には，ワーズ
ワスの「ティンターン修道院」に見られるような，外界から精神の世界への自然な流れがあ
る。
ブラウンの叙述は多少使用語句の混乱を含んでいる。しかしこの地の魅力をピクチャレス
クと崇高と美の観念を踏まえ，ダーウェント湖の南北の対比，光の作用による明暗や色合い
のコントラスト，昼と夜の情景の違いなどを用い絶妙に紹介しているので，彼の手法は以後
のこの湖叙述の基本となり受け継がれていく。我々はその典型的な例を農業改良家ヤング(Arthur
 
Young,1741-1820)，博物学者ペナント(Thomas Pennant,1726-98)などの著書に見ること
ができる。ヤングは1768年，ペナントは1772年に湖水地方を訪れ，それぞれの体験を大著に
まとめている??。それぞれの著での湖水地方以外の地域の記述には，農業家，博物学者として
の関心が濃厚なのだが，「憧れの地」ケジック(Keswick)に入るや，彼らは景観愛好家に変貌
し，ブラウン的視点や言葉で自然の描写を開始している。
次にグレイの『湖水地方旅日記』に話を進めていきたい。1769年に湖水地方を訪れたグレ
イは，ペンリス(Penrith)から湖水地方に入り，アルズウォーター(Ulswater)，ダーウェン
トの周辺からグラスミア(Grasmere)，ウィンダミア(Windermere)を経てケンダル(Kendal)
へ出ている。そして同伴するはずだった友人ホートン(Thomas Wharton)に，この地方の景
色や印象，自身の体験などを書き送った。グレイの友人メイソン(W.Mason,1724-97)は，
高名な詩人の手になるこの書簡を，1775年に編集発刊したグレイの詩集の「思い出」に含め，
以後グレイの『湖水地方旅日記』と通称されることになった??。
ヤングやペナントと異なり，グレイの旅行目的は，湖水地方の自然に触れることであった。
そのために彼の『旅日記』には，この地の自然の多様な側面に触れた感動の，印象深い記述
に満ちている。例えば彼はケジックを “the vale of Elysium”(200)と表現する。そして夕方
にクロスウエイト教会で，クロード・グラスを通して見た光景を “a picture that if I could
 
transmit to you,and fix it in al the softness of its living colours,would fairly sel for a
 
thousand pounds”(206)と，高まった思いが自然と口からでたかのように言い表している。ま
たダンメイル・レイズ(Dunmail Raise)から見たグラスミアを“this little unsuspected paradise”
(209)と呼んだくだりはあまりにも有名である。こうした表現を特徴付けるのは，目撃した景
色により高まった詩人の感性が巧みな言葉に込められていることである。だがこの側面が過
多と受け取られる場面も時にはある。その一例は，ガウダー･クラッグ(Gowder Crag)の頭上
(202)― ―107
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に迫るきり立った断崖の下を通過した時，空気の振動が雪崩を呼ぶとアルプス通過時に言わ
れた体験を想起し，沈黙を守ったという一節である(202-3)。この部分は，崇高な光景を面前
にして，グレイの臆病さが現われた反応として再三あざけりの対象とされてきた。
このように一見グレイの『旅日記』は感動を素直に語ったものであるかのような印象を与
える。だがさらに検討すると彼の叙述からは，こうした印象と合致しない側面が現われてく
る。その一例が前掲のクロスウエイト教会の場面である。まず注目したいのが，彼はここで
景色を絵に譬え，ピクチャレスク旅行者の必携品クロード･グラスを使っている点である。こ
れはグレイとピクチャレスクの関わりを示唆するが，類似例はこの『旅日記』にかなり発見
できる。例えば彼は10月４日にはクロウ･パークに行き，トマス・スミスがダーウェント湖を
描くのに，この地を選定したことを褒めている(205)が，それはこの地があまり高すぎず近景
を十分確保できる場所であったからである。確かにグレイには「近景」や「遠景」など構図
を意識した語が見られないが，これらの事例は彼がピクチャレスクにもよく通じ，それを念
頭におきながら旅行していたことを示している。またこの場面は，この章の後で触れるドー
ルトン(John Dalton,1709-63)の『二人の女性に宛てた叙景詩』(A Descriptive Poem,
Addressed to Two Ladies,...)との関わりでも注目される。1755年に出版されたこの詩の
287行の注で，ドールトンはこれまでの詩の流れをふり返り，“The second,taken from the
 
parsonage-house,and terminated by Borrodale”??と述べているが，ここでの“the parsonage
-house”はクロスウエイト教会近辺を指すと思われる。従ってグレイは偶然すばらしい光景に
であったのではなく，この眺望の評判に惹かれて訪れたものと推測される。これは，前述の
スミスの絵へのコメントや有力者スペディング(Spedding)への言及(207)などと同様に，グレ
イがあらかじめ十分な知識情報を収集して湖水地方を訪れたことを物語っている。勿論彼の
叙述は旅程全体をカヴァーしているが，ダーウェント周辺の叙述に最も多くのページが割か
れている。恐らくこれは，湖水地方ではこの湖周辺が最初に注目され，詩や散文で取り上げ
られたことと関連するのであろう。そしてグレイのこの湖の描写には光の効果や昼から夜へ
の変化への関心など顔を覗かせているが，これはブラウンの手紙が彼の情報源の一つであっ
たことを示唆している。だがピクチャレスクを始めとする，こうした予備知識が，グレイの
景観に対する感情の吐露を阻害していないのが，彼の『旅日記』の魅力である。
トマス・ウェストの出生地はスコットランドで，1751年にカトリック教徒となり暫くヨー
ロッパに滞在した。1769年帰国しイギリス北方のファーネス(Furness)に暮らした。彼はこの
地方の歴史に関心を抱き，1774年に『ファーネスの古事』(Antiquities of Furness)を出版し
たが，湖水地方の風景にも惹かれ，1778年には書名に“guide”という文字を最初に組み込んだ
『湖水地方案内』を著した??。
『案内』は1821年には11版に達し好調な売れ行きを示したが，その人気の秘密は二つある
(201)
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と思われる。『湖水地方案内』の冒頭でウェストは，本書は，風景画に刺激され年々増加する
湖水地方訪問者にしかるべき案内を提供することだと述べ，湖水地方に入るルート選定につ
いて助言する。当時湖水地方に入るルートとしてはペンリスからの北コースと，ランカスタ
ー(Lancaster)からの南コースがあった。ウェストは景色が穏やかなものから峻厳なものへ，
画家の作風から言えばクロードからプッサン，ローザへと進む南コースを推奨する。そして
コニストン(Coniston)からホークスヘッドを経てウィンダミア，ダーウェントと紹介し，各
湖に「眺望点」(“station”)を設定し，その地点に至る道筋などを示していく。ここで言う「眺
望点」とはヤングやペナント，グレイなどが風景を称えた地点で，ウィンダミア湖には５箇
所の「眺望点」が設定され，その第１番はボーネス(Bowness)の対岸の船着場に臨むクレイ
フ･ステイションであった。ここではウェストの叙景の例として，コニストンの第３眺望点の
紹介をあげておきたい。
Look for a fragment of dark coloured rock on the margin of the water,and near it wil
 
be found the best stand for the artist to take the finest view on the lake.Looking across
 
the lake,by the south end of the grove that conceals Coniston-hal,and over the culti-
vated tract that rises behind it,between two swels of rocks,a cataract wil meet the eye,
issuing from the bosoms of the mountains.The side ground,on the right is a wooded,
sloping rock,and over it the road is catched slanting along.The near fore-ground is the
 
greatest extent of the lake;and behind the immediate mountains,the Westmorland fels
 
are seen towering to the clouds.(50)
コース選定にクロードやプッサンの名前をあげていることから明白なように，ウェストが対
象にしているのはピクチャレスク旅行者である。従ってこれらの旅行者が訪れるべき「眺望
点」は，この趣味を満たすものでなければならない。上掲の引用でウェストはまず眺望点へ
の道程を示してから，景観を叙述する。この景色の中心(中景)には岩の間を流れる滝があり，
その背後に遠景となるウェストモーランドの山々が聳え，近景を構成するのは湖の水面であ
る。そして側景には木が生えた岩が配されている。さらに中心に至る途中にはコニストンホ
ールの廃虚や耕作地があり，人工と自然が対置している。これはまさにピクチャレスクの原
理に基づいた一幅の「絵」と言えよう。
以上のようにウェストは湖水地方旅行者が求めている見所と，そこに至るのに必要な情報
を与えている。これがこの書が成功した第一の理由であろう。二つ目の理由は，その文例集
的性格である。前掲の引用でウェストは自分の言葉でコニストンを描いている。だが彼は，
眺望点を紹介する時，多くの場合その場所を記述した先人の文章の引用ですませている。そ
(200)― ―109
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のために『湖水地方案内』は初版以来，この地域叙述の文例集的色彩を持っていた。そのう
え，ウェストの死後の1780年に出版された第２版を編集したコッキン(Wiliam Cockin,1736
-1801)は，「補遺」としてブラウンやグレイの文章を加えたので，この傾向が一段と強まった。
既に見たように，グレイは湖水地方を訪れるに先立ち，必要な知識，情報を事前に集めてい
た。グレイ以後ピクチャレスク旅行がさらに大衆化し，一層多くのピクチャレスク愛好者が
湖水地方を訪れることになったが，彼らにはグレイのような情報収集の能力も余暇も無かっ
た。そうした旅行者に手軽な旅行情報と，文例を通して景色の見方を提供したのがウェスト
だった。観点を変えれば，ウェストの書の流布は，湖水旅行者の流れや景色への反応が定型
化したことを物語る。だが『案内』は旅行者の要望に応える配慮のために，重要なものを失
った感も否めない。
ウェストは湖水地方を最も良く知るのは自分だと言う自負を抱いていたらしく，時に先人
の見解を修正している。例えば彼はグレイのボロウデイルやガウダー・クラッグでの反応は
大袈裟だといっているし，グラスミアの眺望点としてはグレイがあげたダンメイル・レイズ
ではなく，湖南岸のラフリッグ・テラス(Loughrigg Terrace)が良いと言う。だが『案内』
でのウェストのこのような肉声は，土地情報と文例の中に埋没している。この点が彼の記述
を無味乾燥で，湖水地方の自然から感じた思いが伝わってくるブラウンやグレイの文章と対
照的なものにしているのである。
４番めに取り上げるのはギルピンの『湖水地方のピクチャレスク美についての所見』であ
る。ギルピンは1772年に湖水地方を旅行し，文章と絵でその記録をまとめた。この記録は知
人やピクチャレスク愛好家の間で回覧されていたが，絵の印刷上の技術的問題もようやく解
決され1786年に出版のはこびとなった。周知のように，ギルピンは18世紀後期におけるピク
チャレスク趣味の最も高名な実践者であると同時に理論家であった。そのために『所見』は
ピクチャレスクの理論に関する部分と，その理論を湖水地方などの実景に適用し，判断を下
したりする部分から成り立っている。第１章でギルピンは，イギリスの景観的特徴を概観し，
この国はどこより多様性，霧などによる不明瞭さ，廃虚などに満ちており，ピクチャレスク
的景観に恵まれていると言う。そして第６章から９章で，景色を絵画に見立てる時，湖水地
方には近景，中景，遠景，側景を形成する山，湖，岩や木々など多様な素材に満ちているこ
とを指摘し，それらがどのような形態で，どのように配置された時に最もピクチャレスク的
効果が得られるかを説明している。
続く第10章から19章はウィンダミア湖岸からペンリスまでの旅行の記録で，ここでギルピ
ンは彼のピクチャレスク観を実際の光景に適用していく。そのなかでやはり目に付くのは，
絵の構図を意識しながら景色に接する姿勢である。例えばウィンダミアを航行して見た景色
は次のように記述されている。
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But,on the whole,neither of these side-screens is an object purely picturesque.The
 
western shore is great indeed;but it is an unvaried mass of heavy greatness.The eastern
 
is broken too much,and wants both unity and grandeur.When we rode through it in the
 
morning,it made an admirable fore-ground in almost every part:but we now found it less
 
qualified as a distance.(I,144)
ギルピンはここでウィンダミア周囲の景観のピクチャレスクな絵“side-screens,”“fore-ground,”
“distance”としての妥当性を検討している。そしてそのあるものは，ピクチャレスクの種々の
条件に合わないと述べている。この姿勢が更に進むと，現実を修正してよりピクチャレスク
な事物に置きかえる提案となる。
私は第Ⅰ章でトロットの説を紹介した時に，ギルピンのライダルの滝の描写を引用したが，
そこには明暗のコントラストへの関心が表われていた。『所見』にはそれに加えて，時間の推
移に伴う太陽光線の変化や天候，霧の有無などがもたらす明暗や色合いの微妙な差異，境界
域の湖の景観上の対称性など，ブラウンが折々の様相と呼んだものへの敏感な反応が見られ
る。私はブラウンの経歴に触れた際，彼がギルピンの家庭教師をし，彼の父のサークルの一
員であったと述べた。また湖水地方の景色について論じ合った二人の書簡も存在している。
おそらく湖水地方の折々の様相についての両者の発言に類似性があるのは，こうした二人の
交流の結果であろう。
だが二人の文章から受ける印象には大きなひらきもある。その点を例証するために，『所見』
から宵闇の叙景を引用してみたい。
Among other images of the night,a lake(...)appeared through the uncertainty of the
 
gloom,like something of ambiguous texture,spreading a lengthened gleam of wan,dead
 
light under the dark shade of the incumbent mountains:but whether this light was owing
 
to vapours arising from the valey;or whether it was water― ...―to the uninformed
 
traveler would appear matter of great uncertainty.(II,21-2)
これは暮れかかった頃にギルピンの一行がバッセンスウェイト湖(Bassenthwait)を通りかか
った時の場面である。既に見たように，ブラウンのダーウェントの夜景描写は畏怖の念を呼
び覚ますような崇高なものなので，彼が景観に寄せる宗教的とも思える熱情も不自然ではな
かった。ギルピンの景色でも薄暗がりに霧がかかり，周囲の山々が切り立って迫るなか，湖
がかすかに浮かび上がる極めて崇高な場面である。しかし彼は，ブラウンが自然への愛情を
吐露するところで，湖の光の出所を問題にし，景観の崇高さに溢れる感情で答ようとはしな
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い。これは個人的資質に由来するのかもしれないが，ピクチャレスク理論に，主観的反応を
抑制する一面があるとも言えるのではないだろうか。
次に湖水地方を歌った詩を検討してみたい。これまで見てきたように，18世紀後半にはこ
の地域を扱ったかなりの散文が書かれた。しかしウェストの『湖水地方案内』の第２版の改
訂者コッキンが，1780年に出版した『湖水地方の地霊へのオード』(Ode to the Genius of the
 
Lakes in the North of England)の第１-４連で述べているように，湖水地方は18世紀中期
にようやく人々の関心を惹き始めたばかりだったので，この地域が多くの詩に取り上げられ
るまでには至っていなかった。そのために，ギルピンなどが，叙景の助けとして引用するの
はウェルギリウス，ミルトン，トムソンなどからであった。このような状況で湖水地方の景
色をテーマにした詩としてあげうるのは，本章前半で取り上げたブラウンの20行を除くと，
『湖水地方案内』の補遺に含められたドールトンとカンバーランドの作品であろう。
335行からなるドールトンの『二人の女性に宛てた叙景詩』は，内容から三つに分けること
ができる。このうち湖水地方の景色に関わるのは第二の部分(151-294)の225行以下で，『湖水
地方案内』の補遺に採用された詩行もこの部分から採られている。ここでドールトンはまず，
湖に注ぐダーウェント川の穏やかな流れを峻厳なボロウデイル渓谷や，轟く滝音のロドア(Lodore)
の崇高な姿と対比的に描く。さらに詩人は，滝の周囲の断崖や上空の雲や鷲，山腹の巨大な
岩などダーウェント湖頭(南側)の “A pleasing,tho’an awful sight”(277)を“Wonder and
 
delight”(275)を持って見渡すのである。次にドールトンは，湖の緑の島々など穏やかな情景
に目を転ずる。すると南側の光景と対照的な島の緑や花々，入り江の曲線などが，異なる喜
びを喚起する。こうして次第に北に向けられた視線は，湖尻の背後に聳えるケジックの屋根
“SUPREME of mountains,Skiddow”(287)へと導かれていく。
以上のように，ドールトンの描写はダーウェント湖を中心とした地域に限られている。そ
して，この湖の南北の崇高と美を対比的に捉えつつ，崇高さをたたえており，その点でブラ
ウンとの類似性が感じられる。また“A pleasing,tho’an awful sight”や“Wonder and delight”
といった言い回しには，人間心理に立脚したバーク的な新しい崇高概念の気配が感じられる。
だがドールトンの詩には「折々の様相」に対する関心が希薄なうえに，用いられている形容
語はありきたりなので，自然の実際の姿を活写した印象がない。またこの詩には「近景」や
「遠景」などの絵画的構成概念が導入されていない。こうした点を考慮するとドールトンの
詩には，ピクチャレスクの様式がまだ十分には浸透していないと言える。
カンバーランドの『太陽に寄せるオード』は1776年出版された。このオードの序文でカン
バーランドは，最も崇高な自然の姿を見るために湖水地方に旅行したとまず述べている。そ
して高く評価するグレイの湖水地方描写が韻文でないのを惜しみ，詩での叙景の一例として
前述のブラウンの20行を掲げている。これがブラウン詩行が失われなかった背景である。序
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文の以上の点はカンバーランドが湖水地方の印象を詩で記録したことと，彼の景観上の好み
を探る手がかりとなろう。
『太陽に寄せるオード』は14連162行からなる。第１連で詩人は，沈もうとする太陽に，湖
水地方の見事な深山幽谷を堪能するためにしばし留まるように呼びかける。しかし願いもむ
なしく日は沈み，詩人は月明かりの中で，ダーウェント南側のグレイが言及しているガウダ
ー・クラッグに立つ自身を想像する。周囲では巨大な岩壁が天に戦いを挑むかのようにそそ
り立つ(48-51)。この高みから眺めると人間の営みが実に些細で愚かしくさえ見える。目を転
ずると，ロドアの滝が怒濤のように流れ下るが，その様はグレイの『吟唱詩人』(The Bard,
1757)でスノウドンの断崖から身を投げる詩人を想起させる。そこからカンバーランドは，グ
レイの死を悼む数行(119-122)を挿む。やがて霧が晴れ夜が明けると，湖水地方の主立った湖
が一望されるが，その頂点にくるのが “Imperial lake of Patrick’s dale”(143)，即ちアルズ
ウォーターで，スコットランドやアイルランドの湖も，プッサンやローザの絵の光景もその
王座を揺るがすことはできない。アルズウォーターの崇高さをたたえた以上の詩行に太陽へ
の呼びかけが続き，この詩は終っている。
これまで触れてきた湖水地方を題材とした４つの散文と２つの詩の内容をピクチャレスク
の観点からまとめてみる。もしピクチャレスクの主要関心事を，近景や遠景などの構図意識
と，明暗など自然が瞬間ごとに生み出す美，ブラウンの言葉で言えば折々の様相への配慮と
すれば，折々の様相への配慮は，４つの散文に共通している。そしてブラウンやグレイなど
の叙述からは，自然が示す変化に的確に目を向けているのが実感される。しかしながら構図
意識はブラウンやグレイには希薄だが，ウェスト，ギルピンと高まっており，これはピクチ
ャレスクの美意識の浸透を物語るものと判断される。だがこの高まりと同時に，筆者個人が
自然から受けた感動などが文面から姿を消している。その理由について一概には言えないが，
ピクチャレスクの作法にのっとり自然を映そうとすることは，個人的思いを表現することを
妨げる面を持つと考えられる。さらに，ピクチャレスク意識の浸透に加えて，湖水地方旅行
大衆化による，見るべき場所や見方，反応の仕方の様式化も主観的心情の表現とは反対の方
向に作用した。そのために18世紀も終わりに近づくにつれ，湖水地方叙述の画一化が進んだ。
第Ⅰ章であげたワーズワスの『夕べの散歩』の一節はその典型と言えよう。
グランド･ツアーのアルプス通過者が崇高に目覚めたように，山岳地帯は崇高概念を育む。
湖水地方はウェールズなどとともにイギリスでは少ない山岳地であったために，崇高を求め
る人々も惹きつけた。ピクチャレスクと崇高の区分は，18世紀から19世紀にかけての大きな
論争点で難解な問題を孕むのでここでは立ち入らないが，ドールトンとカンバーランドの詩
は，ピクチャレスクより崇高に訴える作品である。崇高は高さや巨大さ，広さや暗さなどに
由来するとされるので，彼らはダーウェント周辺のそうした特徴を持つ地名を数え上げ，そ
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れに詠嘆を付与している。この特徴はカンバーランドに著しく，彼は恐らく実際には経験し
ていない夜のガウダー･クラッグ山頂に場面を設定し，グレイの連想も呼び起こしながら崇高
さを盛り上げている。しかしこうした定着しつつあった湖水地方のイメージや連想に頼る手
法は，景観に対する反応の類型化の結果であり，ピクチャレスクの場合と同様に，この地域
の自然を一つの固定観念化するものであった。
Ⅳ
注の10であげたビックネルの書誌的研究が示すように，ワーズワスが少年時代を過ごして
いた18世紀後半，旅行記や案内書が続々と出版されていたが，これまでのワーズワス研究に
おいてこれらの書物が取り上げられたのは，主として彼の『湖水案内』(A Guide to the Lakes,
1835)との関連においてであった??。だがこれらの案内書などの記述には，ワーズワスが『序
曲』などで記録した少年時代の体験と符号するものが含まれているので，案内書などは詩人
の少年時代を解明する手がかりを含んでいる。これまでのところこうした視点からの研究は
少ないが，一例として，湖水地方でのヤマシギ捕獲用の罠に触れたペナントの記述と『序曲』
第１巻の「他人の罠荒し」(“trap-robbing”)の関連を，ムアマン（Mary Moorman）が指摘
していることがあげられる??。ペナントは，湖水地方で罠で捕獲されたヤマシギはロンドンに
出荷されると，ヤマシギ捕獲の経済的背景を記述しているので，ムアマンの指摘は，ワーズ
ワスの行動の，『序曲』では触れられていない側面を把握することを可能にする。
ペナントの例に見られるように，湖水地方旅行記や案内は，住民の生活や習慣などの，こ
の地域の実状に触れているが，同時にこれらの書は，湖水地方観光の実態も叙述している。
第Ⅲ章のウェストの『案内』の説明などで見たように，ピクチャレスクでは見るべき景色の
選定や視点，そしてその表現形式が定型化されつつあった。湖水地方ではまた，徐々に整備
された観光スポットや，旅行者向けアトラクションなどが人々の流れを方向づけるようにな
っていた。我々は，このようななかば定型化した湖水地方観光の実態と少年時代のワーズワ
スの行動の関連を探ることにより，ホークスヘッド時代のワーズワスとピクチャレスクの結
び付きのある側面を解明できよう。こうした視点は，ワーズワス研究に導入されて日が浅い
が，この章では二つのイギリス研究者の成果を紹介しつつ，私自身の研究例をあげて，少年
時代のワーズワスとピクチャレスクに新たな光を当ててみたい。
成果の一つは『序曲』第１巻の「ボート盗み」(“boat-stealing”)のエピソードに関わる。
周知のように「ボート盗み」では，少年ワーズワスがアルズウォーター湖畔のパターデイル
(Patterdale)に一晩逗留したおり，散歩中にたまたま発見した小船に無断で乗り込み，漕ぎ出
す。
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A rocky steep uprose
 
Above the cavern of the wilow-tree,
And now,as suited one who proudly rowed
 
With his best skil,I fixed a steady view
 
Upon the top of that same craggy ridge,
The bound of the horizon―for behind
 
Was nothing but the stars and the grey sky.
She was an elfin pinnace;lustily
 
I dipped my oars into the silent lake,
And as I rose upon the stroke my boat
 
went heaving through the water like a swan―
When,from behind that craggy steep(til then
 
The bound of the horizon)a huge cliff,
As if with voluntary power instinct,
Upreared its head.(The Prelude(1805),Ⅰ,394-408,イタリックス筆者)
彼は視線をそそり立つ峰に凝らしながら，自分の力を誇示するかのように一心に漕ぐと，ボ
ートは白鳥のようになめらかに湖面を進んだ。その時，最も高いと思われた峰の背後から巨
大な断崖が突然姿を現わし，逃げ回る彼を追いかけるように迫ってきた。この体験を通じて
ワーズワスの心には “a dim and undetermined sense/Of unknown modes of being.”(419-
20)といった感覚が宿ることになった。このエピソードにおいては，そそり立つ峰とその背後
から姿を現わす巨大な断崖が，アルズウォーター周辺のどの山々に相当するのかが，ワーズ
ワス研究において未解決の問題であった。“Finding the Stolen Boat”??においてリンドップ
(G.Lindop)は，1829年に出版されたべインズ(Edward Baines)の『湖水地方への道連れ』
(Companion to the Lakes)の次の一節にこの問題解決の糸口を見出した。
He(the boatman)contrived that we should creep along the shore til we came close
 
under a lofty crag,enveloped from the base to the summit in natural wood.Then,turning
 
the head of the boat from the land,and desiring me to pul as strongly as I could,whilst
 
he directed us al to keep our eyes on the crag,we shot out towards the middle of the lake.
The effect was magical.The naked peak of a mountain,before concealed,seemed to rise
 
up swiftly out of the woody eminence from which we were receding,til it stood in its just
 
proportions before us,and appeared many hundred feet above our heads,leaving at its
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base the bold crag from under which we had darted.??(イタリックス筆者)
この引用部分でべインズはワーズワス同様，山の背後から別の山が立ち上がるような驚くべ
き光景を目撃している。そして『序曲』と『道連れ』のイタリックス部分に見られるように，
二人が壮観を目撃するに至る手順には類似性がある。ベインズは，視線をある峰に固定し全
速力でボートを漕いでいるが，これは「ボート盗み」でのワーズワスの視線の定め方や漕ぎ
方と一致している。そこからリンドップは，二人が目撃した現象は同じ物であったと考え，
べインズが記述する地理的特徴をもとに，二つの山を特定した。さらにリンドップは，ベイ
ンズはガイドの指示に従ってこのような漕ぎ方をしていることから，そそり立つ峰の背後か
ら断崖が現れる光景に接することは，アルズウォーターでの旅行者向けアトラクションであ
り，ワーズワスもエピソードの原体験をする以前にその存在を知っていて，恐らく無料でこ
の光景を楽しむために無断でボートを漕ぎ出した，と推論している。従って彼の研究は，ワ
ーズワスが極めて早い段階から，湖水地方旅行者の行動に関心を持っていたことを示唆して
いる。
第二の成果は『グラスミアの我が家』(Home at Grasmere)の冒頭でうたわれている土地
についてのウーフ(Robert Woof)とビックネル(Peter Bicknel)の推定である??。『グラスミ
アの我が家』の1-43行でワーズワスは，少年時代に急ぎの用の途中，グラスミアの谷を俯瞰
しそのパラダイスのような姿に魅惑された体験を語っている。ウーフらは，ワーズワスがこ
の谷を見た場所，つまり“the brow of yonder Hil”(1)が，グラスミア湖南岸のラフリッグ･
テラスであったと推測し，その根拠をウェストが『湖水地方案内』においてグレイの見解を
一部修正している点に求めている??。第Ⅲ章で触れたように，1769年10月８日，グレイはグラ
スミア北側のダンメイル･レイズからグラスミアを眺め，『湖水地方旅日記』でその印象を“this
 
little unsuspected paradise”（209）と表現したが，これがグラスミアをパラダイスと見る伝
統の起源となった。ウェストは，グレイのグラスミア観自体には反対しないものの，この谷
を眺望する地点としては，ダンメイル･レイズではなく湖南岸のラフリッグ・テラスを推奨し
た。以後グラスミアを題材とした絵は殆どすべてがこの方向からのものに変わったことは，
ウェストの説の影響力を物語っている??。『グラスミアの我が家』でワーズワスは，フランス
革命で果たせなかった楽園回復の夢を，グラスミアで実現しようとしている。彼がそうした
詩の冒頭に，ラフリッグ・テラスからの眺望体験を配置し，成長後この谷に住居を求める動
機と位置付けた理由は，湖水地方旅行記が記載している，グラスミアをパラダイスと見る伝
統を背景にして初めて納得のいくものになろう。同時にワーズワスがこの体験にこのような
意義を与えたことは，彼が早くからグレイの『湖水地方旅日記』やウェストの『案内』に親
しんでいたことを示している。
(193)
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これまで湖水地方旅行とワーズワスの少年時代のエピソードの関連性を明らかにしたリン
ドップとウーフらの研究を紹介してきたが，私は1805年版『序曲』の第２巻145-80行に，遊
びの中でもより静かな楽しみを求めるようになった例として収録されている「フルート演奏」
(“flute-playing”)にも同様の研究手法が応用可能と思う。このエピソードでは，ホークスヘ
ッドの少年たちがウィンダミア東岸に渡り，ボーリングに興じて半日過ごし，夕方再び湖上
を渡りホークスヘッドに戻る時，彼らは仲間の一人(“minstrel”)を島に残し，フルートを演奏
させている。その際ワーズワスは176－180行で述べられている，湖面が精神を覆い，空が心
にしみ込むような特異な自然との交流を体験したのであったが，この体験は「ボート盗み」
の419-20行と類似した側面を持っている。この概略から窺われるように，「フルート演奏」の
エピソードは，「ボート盗み」や「他人の罠荒し」などの『序曲』の代表的エピソードと類似
したパターンを有しているが，これらのエピソードに比べると，注目される度合いがはるか
に低かった。そのためか「フルート演奏」に関わる事実関係の究明にはこれまで殆ど手が付
けられず，わずかに1851年に出版された，ワーズワス家公認の詩人の伝記ともいえる『詩人
ワーズワスの思い出』の中でクリストファー･ワーズワスが，この“minstrel”が，ワーズワス
の学友のロバート･グリーンウッド(Robert Greenwood)であることを指摘しただけである。??
そしてこのエピソードの原体験にまつわるその他の事実関係，例えばホークスヘッドの少年
たちが，なぜ湖上でフルートを聞く気になったのかなどは，殆ど問題とされることなく放置
されてきた。以下で私は，18世紀後半に出版された湖水地方旅行記や案内書の記述には，こ
の地域では湖上や湖の周囲で吹奏楽器の演奏を聞くことがピクチャレスク旅行者向けのアト
ラクションとして存在し，その模倣が「フルート演奏」の原体験であった可能性があること
を明らかにしていきたい??。
イギリスの地形は全般に平板で，こだまは起こりにくい。そうしたなかで山岳地帯を有す
る湖水地方は，こだまを体験できる場所として詩で取り上げられることがあった。例えばマ
イケル･ドレイトン(Michael Drayton,1563-1631)は『多幸の国』(Poly-Olbion,1612,’22)
第三〇歌155-64行で湖水地方のこだまを歌っているし，??ワーズワスの「ジョアンナに」(“To
 
Joanna”)もこだまをテーマにしている。そしてこの現象は，18世紀後半に旅行記や案内もと
りあげるようになった。ギルピンは『ピクチャレスク美についての所見』第Ⅱ巻で，アルズ
ウォーターでこだまを聞いた体験を記録し，こだまを引き起こす二つの方法に言及している。
一つは大砲，他はホルンやクラリネット等の吹奏楽器の演奏であり，楽の音の反響はシンフ
ォニーとなり，湖の光景全体を “a kind of magical scene”に変えると言っている(II,61-2)。
ウイリアム･ハッチンソン(Wiliam Hutchinson,1732-1801)は，ギルピンの１年後に湖水
地方を訪れ，ポートランド公爵の舟でアルズウォーターを周遊している。彼の一行が昼食を
とるために上陸した折，一艘の舟が湖に漕ぎ出し大砲を発射した。大砲と同時に二台のホル
(192)― ―117
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ンも演奏されたが，その音は大砲のこだまの間に美しく響き，微妙なハーモニーを生み出し
た，とハッチンソンは旅行記で語っている??。
次にダーウェント湖のこだまについての記録を見ていきたい。この湖でもこだまを起こす
ために大砲が用いられ，轟く滝音で名高いロドアの滝近くのイン（宿屋）は，こだまを聞き
たい旅行者の願望に答えるために大小二門の大砲を所有し，それぞれの発射に異なる値段を
設定していた。だがロバート･サウジー(Robert Southey,1774-1843)の『イギリスからの手
紙』(Leters from England)の筆者が言うように，18ペンスをけちるために小さい大砲で我
慢する人はなかったので，結局大きな大砲のサービスだけが残ることになった??。勿論アダム･
ウォーカー(Adam Walker)が記述しているように，この湖でもこだまを起こすのに大砲以外
の方法も用いられていた。彼は1791年に湖水地方を回り，ダーウェント湖では夜の湖航行を
楽しんでいる。彼の一行は，船出の前に２台のホルンをこだまに最適の場所に配置していた。
やがて演奏が始まると，楽器の音は，まるでピアノやフルート，ヴァイオリン，クラリネッ
トを合奏したように周囲に響き渡り，ウォーカーはまるで“a Choir of Angels”に耳を傾ける
ような経験をしたのだった??。
ギルピンはアルズウォーターのこだまについて述べるに先立ち，ウィンダミアでも大きな
こだまを聞いたと言っているが，その詳細は記述していない。だがウェストの『湖水地方旅
行案内』の注には，この湖に面するロウウッド･インが，旅行者の好奇心を満たすために小さ
な大砲を所有していると書かれている(73n.)。またジェイムズ･プランプター(James Plumptre,
1770-1832)は「1797年夏，ウィンダミアの岸辺での夜想」(“A Night-Piece,on the Banks
 
of Windermere,....in the Summer of 1797”)という詩の中央部で，この湖の魅力を列挙し
ているが，その一つとしてこだまをあげている。
The skimming bark,with feath’ry sail,
Flying before the fresh’ning gale,
While Music’s voice in aether floats,
And Echo stil prolongs the notes―??
“Music’s voice”が示唆するように，ウィンダミアでもこだまを楽しむために楽器の演奏が行
われていたのは確実であろう。この詩では，そのために使用された楽器の名前はあげられて
いないが，アルズウォーターやダーウェントの場合と同種の吹奏楽器が用いられていたと考
えて誤りはないであろう。
以上のように，少なくとも湖水地方の三つの主要な湖では，こだまを起こすために，大砲
の発射とともに，ホルンやクラリネットのような吹奏楽器の演奏が行われていた。そしてこ
(191)
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れらの演奏の印象が “a kind of magic scene,”“a Choir of Angels”といった語句で表現され
ていることから窺えるように，旅行者は山々にこだます霊妙な楽器の音色に，周囲をロマン
ティックな幻想の世界に変える，大砲にはない魅力を感じていた。そのために次の２例が示
すように，楽器の演奏は感傷的な旅行者の心をとらえる大切な小道具となっていった。1798
年のものであるプランプターの『湖水地方狂い 喜劇的オペラ』(The Lakers:A Comic Opera)
の第１幕，第３場で，主要登場人物の一人ヴェロニカ(Veronica)は，彼女の意中の人などと，
ダーウェント湖の有名な眺望点クロウ･パークを月明かりの下で散策しているが，第Ⅲ章で見
たようにダーウェント周囲を黄昏時から夜にかけて散策することは，ブラウンがリトルトン
卿にあてた手紙で推奨して以来，湖水地方旅行者の行動レパートリーに含められるようにな
ったものである。するとフルートによる“A Shepherd once”という曲が流れてきてヴェロニ
カの感傷的気分は一層高まり，彼女はその「ピクチャレスクな音色」に促され，アリエッタ
を歌い出している??。またオックスフォードの学生ヘンリー･ケット(Henry Kett)は1798年に
湖水地方を訪れ，月明かりの下でクロウ･パークを散歩している。その時聞こえてきた横笛(fife)
により彼はにわかに感傷的になり，思わず恋人を想起している??。これらの２例では，楽器が
こだまと関係なく演奏されている点が注目される。フルートや横笛はこだまを楽しむには音
量が不足かもしれないが，感傷的な旅行者の心を満たす魅力的な道具立ての一つであったと
思われる。
これまであげてきたギルピンなどからの例から，湖水地方ではこだまを起こす手段として，
またその音色の魅力のために，湖上やその周囲で吹奏楽器を演奏することが，旅行者向けア
トラクションとして定型化されていたと想定され，ワーズワスにも，それを耳にする機会が
少なからずあったと考えて間違いはないであろう。さらに「フルート演奏」でワーズワスた
ちは，夕方に湖上でフルートを聞いているが，これは湖水地方旅行者の音楽の楽しみ方に類
似している。また，このエピソードでは，ホークスヘッドの少年たちがウィンダミア東岸へ
出かけたのはボーリングを楽しむためであった。そうした目的で遠出する際に，少年の一人
が使用するあてもないのに自発的にフルートを持参するとは想定しにくく，ワーズワスたち
は，帰路夕方に，ウィンダミアでフルートを聞こうとあらかじめしめしあわせ，グリーンウ
ッドにフルートを携行するよう頼んだと推測する方が自然であろう。それではワーズワスに
は，湖上で友人にフルート演奏を頼むほど音楽を愛好した形跡があるのだろうか。彼が絵画
に強い関心を抱き，かなりの画家と交友を持ち，ピクチャレスクなどの視覚芸術理論にも通
じていたことはよく知られている。だが少年時代から彼は音楽に格別の関心を示したことも，
音楽教育を受けたこともなかった。この点はドロシーも同様であったので，二人の詩や書簡，
そしてドロシーの日記にも，彼らが音楽会に出かけたとか，楽器の演奏や歌唱から深い感銘
をうけたといった記述は殆ど見当たらない。そのためにワーズワスと音楽をテーマにした研
(190)― ―119
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究論文は数えるほどしかなく，代表的なホランダー(John Holander)の論文も，ワーズワス
が風や川，鳥の声などの自然の音の音楽性(music of sound)をいかに扱ったかをテーマにし
ており，彼と楽器演奏や歌(sound of music)の関わりを論じたものではない??。このようにワ
ーズワスは一生の間，音楽への深い趣味も理解も持たなかったと思われる。その彼が「フル
ート演奏」のエピソードでグリーンウッドの演奏に耳を傾けたのは，彼自身の音楽愛好心に
よるというよりも湖水地方の流行に触発された結果であったと推定できる。
本章のはじめに紹介したリンドップとウーフらの研究は，パターン化した湖水地方観光の
形態が，少年時代のワーズワスの行動に影響していたことを示唆するものであったが，18世
紀後半から19世紀にかけての湖水地方旅行のコンヴェンションを念頭に置きながらワーズワ
スの詩や発言に注目すると，類似した事例が幾つか見出せる。例えば「いちいの木の下の腰
掛けに残された詩章」(“Lines left upon a Yew-tree Seat”)についてイザベラ･フィニック
(I.Fenwick)に語った中でワーズワスは，少年時代にウィンダミア西岸のフェリー発着場を
臨む高台の景色が彼のお気に入りであったと述べているが，この高台は第Ⅲ章で触れた，ウ
ェストが設定したウィンダミアの眺望点の第一番であり，彼がそこにでかけるようになった
のは，旅行者の流れやウェストの案内に触発された結果であろう。同じことがワーズワスが
遊びの中でより静かな楽しみを求めるようになった例として『序曲』第２巻で「フルート演
奏」の直前に配置している55-69行のボート競争，99－144行のファーネス・アベイ(Furness
 
Abbey)への乗馬行体験についても言えよう。前者は幾つかの湖で行われていたレガッタの模
倣であり，ワーズワスとホークスヘッドの少年たちが，ファーネスまで馬で遠出したのは，
この修道院の廃虚が湖水地方へのピクチャレスク旅行の観光スポットとなっていた事情と関
連すると思われるからである。さらに２部『序曲』では，第２部140-78行のコニストンでの
航行の場面が「フルート演奏」と同じ範疇に入れられているが，その場面は先に引用したウ
ェストのこの湖の第３の眺望点であろう。このようにワーズワスが少年時代に湖水地方旅行
の影響を受けたことを示唆する事例はかなりの数にのぼり，湖水地方ピクチャレスク旅行の
コンヴェンションがホークスヘッドの少年たちに，従来考えられていた以上に浸透していた
ことを窺わせる。ディヴィスは，ワーズワスが学んでいた頃，ホークスヘッドにはピクチャ
レスクが押し寄せていなかったと考えていた。確かにブラウンやグレイはこの土地に言及し
ていない。しかしペナントは1772年に通過しているし，ウェストではコニストンからウィン
ダミアのルートに組み込まれている。そして湖水地方ピクチャレスク旅行の中心地の一つウ
ィンダミアはホークスヘッドから近く，ワーズワスが再三そこに出かけていたことは，明白
である。「フルート演奏」を含む上述の4つのエピソードの『序曲』における位置関係から，
ワーズワスは元来それらを一つグループをなすものと認識していたと思われる。彼がそうし
た認識を持ったのは，それらがピクチャレスク旅行のコンヴェンションと結びついていたか
(189)
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らと推定できよう。
Ⅴ
この章では，ワーズワスがホークスヘッド時代に書いた詩で，ピクチャレスクがどのよう
な位置を占めているのかを見ていきたい。彼が明らかにこの時期に書いたとみなしうる詩は
少数だが，その中で，彼の湖水地方の扱いかたを論ずる際に第一に注目すべきは「エスウェ
イトの谷」(“The Vale of Esthwaite”)である。ホークスヘッド最後の年である1787年春か
ら夏にかけて書かれたと想定されるこの断片詩は三つの部分から構成されている??。
第一の部分で詩人は，自然の多様な姿を眺めたいと述べ，湖から退く霧に眼をやる。その
霧は次に山の中腹にかかり，頂上が島のように見え，そこで羊飼いと牧羊犬が活動するが，
この光景は『序曲』第八巻に通じるものである。だが25行から，昼時に詩人が迷信が宿る暗
く恐怖をかきたてる森に急いだことが，過去時制で語り出される。35-8行では鬱蒼とした森
や岩の間を流れる急流が白くなって断崖を落ちる様が描かれるが，それは(恐らく詩人が見た)
暗い地下牢にうごめく白く異様なものの喩えとして用いられている。さらに詩人が進むと，
小川のせせらぎ以外に物音のしないところにいたる。次に無情な大邸宅(46-50)，吟遊詩人の
竪琴が異様な存在によりかき鳴らされる不気味な場面(51-64)が続くが，これは詩人の夢想内
容と思われる。鳩か羊がたてた物音でこの夢想から現実にもどった詩人は，エスウェイト湖
に訪れた黄昏を文学的エコーに満ちた譬えで描く(75-94)。一本のオークが夕日を背景に立っ
ているが，その枝や葉を通して空がくっきりと見える(95-100)。やがてあたりは一層暗くな
り，光景は闇に包まれていく。そうしたなかで，
While winds faint rippling paint it white
 
The long lake lengthening stretches on the sight
 
While many a dark calm sleeping bay
 
Blends with the shore and fades away (119-122)
ここでは湖の入り江が暗がりの中で岸辺と見分けが難しい一方で，風により水面に白くさざ
なみが立つ白黒のコントラストが絵に擬えられている。こうして夜の闇が広がるにつれ，心
には憂鬱と哀れみが忍び寄ってくる(123-32)。以上が第一部分の概略である。
133行から271行の第二の部分は夜とともに訪れる「恐怖の一団」(“the train of fear,”135)
の描写である。まず暗闇に列をなす巨大な樅の木が，戦うムーア人に見え，その姿に驚き起
き上がると，彷徨する子供の亡霊に直面したかのように感ずる。遠くからは悲しげなうめき
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が聞こえ，青ざめた月が空を重い足取りで通り行く。161行からは，断崖の高みをよく歩き回
った際に目撃した嵐が描かれ，荒天のなかで激しく動揺する自身の魂が叙述されるが，そこ
に “［ ］from his throne the eternal sire/［Ter］rific swept the mighty Lyre/［Of］
Nature.”(169-71)といった擬人的表現が含まれている。これまで荒々しい自然の中での体験
のみがあげられたが，176-190行では，彼の心は自然の荒れた景観のみならず穏やかな姿にも
敏感なのだと述べられる。一例として“lovely Grasmere’s heav’nly vale”(180)をあげ，こう
したものの間をさまよう時，彼は再び空想の世界に誘われる。だが現実の空は荒れており，
詩人はそれを『オトラント城』の一場面になぞらえている。215行からは亡霊との「ヘルヴェ
リン山の深い子宮」(“Helvelyn’s inmost womb,”243)，即ち洞窟の探求が語られる。霊は
竪琴で陰うつな調べを奏で，恐ろしい物語を語る。その後この霊は夜毎詩人を訪れ恐怖に満
ちたことを物語るが，ダンメイル･レイズでエドワード王が，戦いに敗れたカンバーランド王
の息子の目を踏み潰した故事(262-5)もその一つである。
第三の部分は，272行から最後までだが，ここでは274-83行でまず「序曲」11巻に「時の点」
の一つとしてあげられた父の死のエピソードの原型があり，死を願望するような内容と，自
分の死後，その死を悼む人々の夢想が来る。その中に無二の親友フレミングの姿も見る。だ
が336行ではそうした夢想を止めるように魂に命じ，380行以下でドロシーに語り掛け，全体
を終えている。
以上の要約から窺われるように「エスウェイトの谷」には最終の仕上げがなされておらず，
段落間の不明確さやエピソードの途中放棄などのため，全体像を正確に把握するのは困難で
ある。しかし詩人が昼から夜にかけて，湖水地方の幾つかの場所を歩き回るのがおよその設
定と思われる。描写された場面には，冒頭部分や95-122行のように穏やかなものもあるが，
多くは137行以下の樅の並木のように異様なもの，161行以下の荒天の断崖などのように暗く
陰鬱であったり激しく不気味なものである。しかもそうした光景は異常な世界への入り口で
あったり，異様な世界を表現するための比喩となっている(35-8)。この詩でのワーズワスの
関心は，ゴシック的で異様な，あるいは陰鬱な世界で激しく動揺する心に向けられていたと
言えよう。そのために研究者はこの詩を地誌的だが，通常の地誌詩にしてはゴシックや哀歌
的，あるいは超自然的側面が強すぎる変種と考えている??。そしてこうした特徴はこの詩を，
景観のある側面の再現を目指すピクチャレスクの主旨となじまなくしている。こうした印象
は，この詩でのワーズワスのピクチャレスク旅行記の用い方を調べれば一層明白になる。
「エスウェイトの谷」には，ワーズワスが湖水地方旅行記の類をよく読んでいたことを窺
わせる部分がかなりある。詳しくはEarly Poems and Fragments,1785-1797の索引を参
照いただきたいが，少し例をあげれば，ダンメイル･レイズの古事(262-5)は旅行記でよく紹
介されているし，“lovely Grasmere’s heav’nly vale”はグレイのグラスミア記述に基づいた
(187)
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ものであろう。そしてこの詩執筆の前年に出版されたばかりのギルピンの『ピクチャレスク
美についての所見』さえ読んでいたと思われるかなり確かな証拠さえある。
これまでの研究で，「エスウェイトの谷」への『所見』の影響を示すものとして二箇所指摘
されている。一つは119-22行で，ウー(D.Wu)はここでの“paint”という語や明暗の対比はギ
ルピンによるものとしている??。しかしウーがあげた特質はブラウンなどにも見られるもので，
影響を断定できるものではない。より確かな証拠はランドンがあげているものであろう??。「エ
スウェイトの谷」の要約で私は169-71行を引用しておいた。これらの詩行はダイヤーの『ロ
ーマの廃虚』354-5行に基づいているが，ダイヤーの詩では“lyre”の所有者は時である。ギル
ピンは『所見』の第Ⅱ巻の次のようなコンテクストでダイヤーの詩行を引用している。彼は
アルズウォーターの一光景に言及し，この場面を荒天に見たらよりすばらしいと言う。その
時は気象条件に呼応して想像力が高まり，木々や断崖や洞窟が風を受けうなり声を発する。
ここでギルピンはダイヤーの詩行を引用し，“lyre”を自然が発する声を表すものに転用してい
る(57-9)。ワーズワスの詩句でも “the mighty Lyre”は自然のものであり，この点でワーズ
ワスはギルピンを模倣している。ランドンのこの発見は，ワーズワスが『所見』を読んだこ
との証拠としてのみならず，当時の彼の好みを知る上でも重要である。当時のワーズワスが
自然を絵画として見る手法を習得する手だてとしてよりも，荒々しい自然とそれに呼応する
精神の表現として『所見』を読んでいたことを示唆するからである。
同様のことが崇高に関しても言える。「エスウェイトの谷」161行以下で詩人は断崖の高み
を歩き回っている。この設定はカンバーランドのオードと類似している。しかしカンバーラ
ンドはそこから崇高感を引き出すのに，ワーズワスが関心を寄せているのは，リア王のもの
のように，激しい自然に呼応する魂である。
第Ⅲ章で私は，湖水地方旅行記やこの地方を扱った詩における叙景が次第に定型化する方
向に向っていたと述べた。第Ⅳ章の考察が示すように，ホークスヘッドでワーズワスはこう
した旅行記の類をかなり読んでいたと推定される。そしてそこから彼はゴシック的エピソー
ドなど，自分の好みに合うものを抽出し「エスウェイトの谷」に挿入した。だがこの詩で彼
は，明暗のコントラストは一部で用いているが，湖水地方表現で次第に人々の心を拘束しつ
つあったピクチャレスクや崇高の手法には距離をおいていたと考えられる。
Ⅵ
ワーズワスは『序曲』第２巻の「フルート演奏」などのエピソードに続き，彼の自然愛は
次第に遊びという支えを必要としなくなり，彼は自然をそれ自体として求めるようになった
と述べている。そして彼の精神は事物の微妙な差異に敏感になり，普通の人は気付かない違
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いも意識するようになり自然との結び付きを一層強くした。さらに彼は嵐や夜に歩き回り，
風に宿るある種の力を実感し，想像力を養ったと記述している(181-466)。この部分はワーズ
ワスのホークスヘッド時代の後期に該当し，「エスウェイトの谷」執筆時もここに含まれよう。
そして『序曲』の記述は「エスウェイトの谷」の内容と類似した部分も含んでおり，当時の
ワーズワスの詩創作上の関心はかなり正確に『序曲』に反映されていると考えられる。これ
は，彼が『夕べの散歩』のようなピクチャレスクに染まった詩を書くまでは，まだ少し間が
あったために，当時の自身の姿を再現することにためらいを感じなかったからであろう。し
かし第Ⅳ章の考察が示すように，ホークスヘッド時代のワーズワスは，従来考えられていた
以上に湖水地方へのピクチャレスク旅行の影響を受けながら生活していたと言える。『序曲』
で彼は，遊びに導かれて自然に触れたと言っているが，その遊びの一部はピクチャレスク旅
行から派生していたからである。だがワーズワスは『序曲』からこの面を完全に除外してい
る。それは，この自伝詩の構想がこうした処置を必要としたからであろう。本論冒頭で触れ
たように，ワーズワスはピクチャレスクを，彼の精神的危機の産物とし，健全であった少年
時代の自然との交流と対置している。従って彼を自然に導いた遊びから，ピクチャレスクと
の関連を取り除いておかなければならなかったのである。
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?テクストとしては，Early Poems and Fragments,1785-1797 by Wiliam Wordsworthの“Reading Text”
を使用する。
?Moorman 61-2;Paul Sheats,The Making of Wordsworth’s Poetry 1785-1798(Cambridge,Mass.:
Harvard UP,1973)5;Early Poems and Fragments,1785-1797 416-7.
?Duncan Wu,Wordsworth’s Reading 1770-1777(Cambridge:Cambridge UP,1993)64.
?Carol Landon,“Some Sidelights on The Prelude,”Bicentenary Wordsworth Studies,ed.Jonathan
 
Wordsworth(Ithaca:Cornel UP,1970)369-71;Early Poems and Fragments,1785-1797 436n.,502n.
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The Young Wordsworth and Picturesque Tours
 
to the Lakes
 
Tomoya ODA
 
In Book 11 of The Prelude(1805)Wiliam Wordsworth says that when he was under the
 
influence of Godwinian,or inferior reason,his way of communing with nature was
 
seriously affected by the picturesque.But it did not last long,and he completely recovered
 
from this infection of the“taste/Less elevated.”This account of the influence of the
 
picturesque on him had been long accepted without doubt in Wordsworth scholarship.But
 
in“Wordsworth and the Picturesque:A Strong Infection of the Age,”TWC 18(1987):114
-21 Nicola Trott maintains that some influence of the picturesque can be seen in his
 
poetry written after his recovery from his mental crisis.Trott’s paper has encouraged
 
scholars to reexamine Wordsworth’s involvement with the picturesque.However,even in
 
these examinations it has been left out of their attention how he was influenced by the
 
picturesque in his Hawkshead days.
In the latter half of the eighteenth century the picturesque tour to the Lakes was in
 
vogue,and many tours and guides to the Lakes were published for tourists.Several
 
topographical poems dealing with the scenery of this district were also written.These
 
books and poems tel us what the picturesque conventions in the Lake District were.In
 
this paper I have examined how the young Wordsworth was influenced by the pictur-
esque,by comparing his boyhood experiences described in The Prelude and other poems
 
with these conventions.
(181)
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